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平成25年第2回定例会の概要
　平成25年第2回定例会は、6月6日から6月28日までの23日間開催されました。今議会では、
各種専決処分事件や補正予算、条例の制定・改正などの議案審議及び13人の議員による一般
質問が行われました。

報告第1号

平成24年度雲仙市一般会計繰越明許費繰越計算書について

13億3百万円余の事業費を翌年度へ繰越

議案第51号

平成25年度雲仙市一般会計補正予算（第2号）案について

● 区分・件数・繰越額

区　分 件数 繰越額（千円） 　☆ 主な事業
地域介護・福祉空間整備事業 	 167,584千円
八斗木地区農地整備事業	 67,500千円
木指漁港海岸高潮対策事業	 165,563千円
千々石後平線新設事業	 67,387千円
雲仙古湯地区街なみ環境整備事業	 67,000千円
小中学校施設環境改善交付金事業	 171,944千円

民 生 費 1 167,584
衛 生 費 2 764
農林水産業費 12 496,641
土 木 費 14 431,551
教 育 費 2 171,944
災 害 復 旧 費 2 34,560

合　計 33 1,303,044

主な事業内容

◇コミュニティ助成事業（新規）	 670万円

【北船津名郷土芸能保存会：千々石町】
山車他コミュニティ活動備品（衣装等）の整備	 220万円

【東里自治会：国見町】
絵図修繕他コミュニティ活動備品（机等）の整備	 250万円

【雲仙市物産販売促進協議会：全域】
うんぜん「食」のまちづくり推進事業	 200万円
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平成24年度税率

区分
税率・金額（単位：円）

医療分 支援分 介護分 合計
所得割 8.2% 1.7% 1.5% 11.4%
資産割 24.0% 6.0% 5.0% 35.0%
均等割 26,500 5,600 8,200 40,300
平等割 27,000 7,400 5,000 39,400
課税限度額 510,000 140,000 120,000 770,000

平成25年度税率改正案

区分
税率・金額（単位：円）

医療分 支援分 介護分 合計
所得割 8.6% 1.8% 1.6% 12.0％
資産割 24.0% 6.0% 5.0% 35.0%
均等割 26,500 5,600 8,200 40,300
平等割 27,000 7,400 5,000 39,400
課税限度額 510,000 140,000 120,000 770,000

議案第49号

雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

改正点

◇住宅性能向上リフォーム支援事業（新規）	 1,036万円

　市民が住みやすく住宅内での事故を低減するためのバリアフリー化、既存住宅の省エ
ネ化及び安全性を向上させる防災化など、住宅性能の向上を伴う改修工事を行う住宅の
所有者に対し、補助対象となるリフォーム工事費の一部を補助する。

対象物件：戸建て住宅、共同住宅（賃貸住宅を除く）で、居住の用に供する専有部分

対象工事：�バリアフリー・安全型リフォーム工事、省エネ型リフォーム工事、	
防災型リフォーム工事

補 助 率：バリアフリー・安全型	 補助率 1/5	 上限額20万円	
　　　　　省エネ型及び防災型	 	 補助率 1/5	 上限額30万円	
　　　　　なお、工事費の合計が50万円以上

○�後期高齢者医療制度に移行する場合について、国民健康保険税の軽減判定所得の算定
の特例を恒久化するほか、特定世帯に係る世帯別平等割額を最初の5年間2分の1減額
する現行措置に加え、その後3年間4分の1減額する措置を講ずる。

○雲仙市国民健康保険特別会計の財政安定化を図るために適用税率を改定する。
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議案第59号

雲仙市職員の給与の額の特例に関する条例の制定について

平成25年度一般会計補正予算（第2号）案の修正案

　国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づく国家公務員の給与減額支
給措置を踏まえ市長、副市長、教育長、及び一般職員の給与を特例期間の間、減額しよ
うとするもの。

特 例 期 間：平成25年7月1日から平成26年3月31日まで（9ヶ月間）

減 額 率：市長、副市長、教育長 10%，　　職員：月額平均 3.9%

補正予算額：6,306万1千円（一般会計・特別会計）

産業建設常任委員会より提出された修正案【可決】

補正後予算総額　　282億2,866万円を282億1,278万円に減額

修 正 案　　工場等設置奨励金支給事業　1,588万円  減額

修 正 理 由　　�交付予定先の企業では、労働争議、紛争が解決しておらず、	
　　係争中であるため

議案第46号

雲仙市子ども・子育て会議条例の制定について

　子ども・子育て支援法が公布されたことに伴い、本市における子ども・子育て支援に
関する施策の推進を図り、子どもの健やかな成長に資するため、雲仙市子ども子育て会
議を設置し、その組織及び運営について必要な事項を定めることを目的とした条例が提
案され、全会一致で可決されました。
　この条例は、平成25年6月28日から施行されます。
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◆平成25年度一般会計補正予算（第２号）案について� 　
原案に賛成（修正案に反対）

●今回の議案は市の工場等の設置奨励に関
する条例に基づいて奨励措置指定申請が
なされ、指定工場ということで指定され
た。工場建設完了を経て、奨励金交付申
請書が提出され予算化されたものであ
り、条例、規則、要綱に合致し、顧問弁
護士にも相談されての提出である。当初
予算にも当該工場に係る1080万5千円が
計上され、固定資産税の減免もある。今
回の補正予算を修正するということは、
当初予算も出さない、固定資産税も返却
を求めるのか。当初予算は可決したが、
補正予算は条例を認めないため、予算化
しないことは矛盾している。当初予算も
性格は一緒である。
� 【小田 孝明 議員】

●奨励工場は条例・施行規則に基づき申請
し指定を受けている。条例の中では、奨
励措置の適用を受けた者が、虚偽の申請、
その他不正な手段により指定を受けた
時、指定の日から1年以内に工場の設置
に着手しない時、工場等を事業の目的に
使用せず他の用途に使用した時、また事
業を廃止もしくは休止した時、その状況
があると認められた時、市長において取
消しの必要があると認められた時に指定
の取消し、または停止、既に免れた固定
資産税の全部または一部の納付を命ずる
ことができると明記されている。今回の
工場は会社で労働争議はあっているが、
国見工場に関しては指定工場として指定
を受け現在稼働している。市の条例もし
くは施行令もしくは、協定書に基づき判
断すべきである。� 【柴田 安宣 議員】

　平成25年度一般会計補正予算（第２号）
の修正案の内容は、工場等設置奨励金支給事
業1,588万円を減額するもので、産業建設常
任委員会より提出されました。

●工場等設置奨励金支給事業1588万円は
支出するべきではない。
　これは金額としては大きくないものだ
が、行政運営の基本的な姿勢に関わるも
のという意味で大きな問題である。
　支給予定の会社は従業員と解雇の取り
消し等をめぐって係争中である。一審で
は元従業員の主張が認められ、現在会社
が控訴中である。裁判で当該会社か勝訴
しない限り、市民の税金を支出するべき
ではない。労働争議は本店で発生してお
り、支店で発生したものでは無いという
意見もあるが、一つの会社に変わりはな
い。奨励金についてはさまざまな問題が
発生しており、市民も注目している。よ
り公正な判断が求められている。
� 【上田  篤 議員】

修正案に賛成

討 論
修正案を可決
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第36号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市一般会計補正予算（第9号）） 承認

議案第37号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）） 承認

議案第38号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）） 承認

議案第39号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第5号）） 承認

議案第40号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第3号）） 承認

議案第41号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市と畜場特別会計補正予算（第2号）） 承認

議案第42号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第2号）） 承認

議案第43号 専決処分した事件の承認について
（平成24年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第1号）） 承認

議案第44号 島原地域広域市町村圏組合規約の変更について 原案可決

議案第45号 雲仙市災害派遣手当等の支給に関する条例の制定について 原案可決

議案第46号 雲仙市子ども・子育て会議条例の制定について 原案可決

議案第47号 雲仙市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 原案可決

議案第48号 雲仙市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第49号 雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第50号 雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第51号 平成25年度雲仙市一般会計補正予算（第2号）案について 修正可決

議案第52号 平成25年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）案について 原案可決

議案第53号 平成25年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案第54号 平成25年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案第55号 平成25年度雲仙市水道事業会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第56号 雲仙市の区域内にあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 原案可決

議案第57号 権利の放棄について 原案可決

議案第58号 固定資産評価員の選任について 原案可決

議案第59号 雲仙市職員の給与の額の特例に関する条例の制定について 原案可決

平成25年第２回雲仙市議会定例会　議決結果
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第60号 平成25年度雲仙市一般会計補正予算（第3号）案について 原案可決

議案第61号 平成25年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）案について 原案可決

議案第62号 平成25年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第2号）案について 原案可決

議案第63号 平成25年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第2号）案について 原案可決

議案第64号 平成25年度雲仙市水道事業会計補正予算（第2号）案について 原案可決

賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

結　
　
果
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石
田　

德
春

森
山　

繁
一

国民健康保険税条例の
一部を改正する条例につ
いて

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○▲○○

平成25年度一般会計補
正予算案（第2号）案につ
いて
  ※1 �産業建設常任委員

会提出の修正案

可決 17:7 ●○○○○○●●○○●○○○○●●○●○○○▲○○

雲仙市職員の給与の額
の特例に関する条例の
制定について

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○▲○○

平成25年度一般会計補
正予算案（第3号）案につ
いて※2

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○▲○○

平成25年度簡易水道事
業特別会計補正予算（第
3号）案について※2

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○▲○○

平成25年度下水道事業
特別会計補正予算（第2
号）案について※2

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○▲○○

平成25年度国民宿舎事
業特別会計補正予算（第
2号）案について※2

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○▲○○

平成25年度水道事業会
計補正予算（第2号）案に
ついて※2

可決 23:1 ○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○▲○○

○は賛成　　●は反対　　▲は欠席
　　※1	産業建設常任委員会提出の修正案に対する賛成・反対です。修正案の内容は4ページに掲載しています。
　　※2	「雲仙市職員の給与の額の特例に関する条例の制定について」に伴う補正予算です。
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常任委員会報告
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無
視

す
る
形
で
職
員
の
給
与
を
減
額
す
る

と
い
う
こ
と
。
東
日
本
大
震
災
等
の

復
興
・
日
本
の
再
生
の
た
め
に
職
員

の
給
与
を
減
額
す
る
と
い
う
こ
と
。

民
間
の
大
手
企
業
に
は
従
業
員
の
給

与
を
上
げ
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
す

る
反
面
、
公
務
員
だ
け
給
与
を
減
額

す
る
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
納
得
が
い
か
な
い
た

め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
余
り
が
経
過
し
て
い
る
が
、
い
ま

だ
復
興
の
兆
し
が
見
え
な
い
現
状
の

中
、
国
と
し
て
は
地
方
交
付
税
の
一

部
を
抑
制
し
、
更
に
防
災
・
減
災
事

業
に
積
極
的
に
取
組
み
、
復
興
を
早

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
国
家
公
務
員
に
お
い
て
は
既
に
平

成
24
年
4
月
か
ら
平
均
7
.
8
％
の

給
与
減
額
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回

地
方
公
務
員
に
お
い
て
、
平
成
25
年

7
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日

ま
で
の
9
ケ
月
間
、
給
与
減
額
に
協

力
し
て
頂
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、
条

例
制
定
に
賛
成
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
。

　
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支
給
措

置
に
伴
い
、
雲
仙
市
職
員
の
給
与
の

減
額
を
計
上
し
た
も
の
。

　
先
の
職
員
の
給
与
の
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
制
定
と
同
様
な
意
見
が

あ
っ
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ

い
て
（
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
9
号
））

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
案

雲
仙
市
職
員
の
給
与
の
額
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
案

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認について（平成24年度一般会計補正予算（第
9号）） 承　　認

平成25年度一般会計補正予算（第2号）案 ほか１件 原案可決

島原地域広域市町村圏組合規約の変更について ほか1件 原案可決

雲仙市職員の給与の額の特例に関する条例の制定について ほか１件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
１
件
、
原
案
可
決
６

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務

雲仙市議会だより●第34号（平成25年８月） 8



常任委員会報告

文
教
厚
生

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
に
お
け

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

施
策
の
推
進
を
図
り
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
財
政
安
定
化

を
図
る
た
め
に
適
用
税
率
を
改
正
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

質
疑　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
近
隣
市
も
行
っ
て
い
る
が
、
雲
仙

市
の
考
え
方
は
。

答
弁　
国
保
会
計
は
特
別
会
計
で
あ

り
、
会
計
独
立
の
原
則
が
あ
る
。
国

民
皆
保
険
制
度
の
下
で
、
退
職
さ
れ

た
方
や
年
金
受
給
者
は
ほ
と
ん
ど
国

保
に
加
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
構

造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
ま
ず

保
険
制
度
の
改
革
と
国
の
保
障
の
あ

り
方
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
年
８
月
に
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
平
成
27
年
度
以
降
の
国
の
動

向
を
見
た
上
で
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

質
疑　
現
行
税
率
で
は
予
算
過
不
足

が
約
１
億
１
８
０
０
万
円
と
見
込
ま

れ
て
い
る
が
、
約
３
千
万
円
の
増
額

に
と
ど
ま
る
税
額
の
改
定
と
さ
れ
た

理
由
は
。

答
弁　
国
保
運
営
協
議
会
の
答
申
と

し
て
、国
保
会
計
の
現
状
を
勘
案
し
、

引
き
上
げ
を
適
当
と
認
め
る
。
た
だ

し
、
一
人
当
た
り
の
税
額
負
担
は
県

下
で
も
高
い
ほ
う
で
あ
り
、
更
な
る

引
き
上
げ
は
限
界
で
は
な
い
か
と
の

意
見
も
出
さ
れ
、
そ
の
答
申
を
踏
ま

え
今
回
の
改
正
と
な
っ
た
。
今
年
度

の
不
足
分
に
つ
い
て
は
基
金
で
対
応

し
、
そ
の
後
の
方
向
性
は
国
の
情
報

収
集
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
疑　
収
納
率
を
上
げ
る
と
い
う
考

え
は
。

答
弁　
職
員
及
び
徴
収
嘱
託
職
員
に

よ
り
国
保
税
を
優
先
的
に
徴
収
を

行
っ
て
い
る
が
、
景
気
の
低
迷
な
ど

に
よ
り
徴
収
率
を
上
げ
る
こ
と
は
か

な
り
難
し
い
。

質
疑　
国
保
が
県
で
一
本
化
さ
れ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
面
で
期
待
が
で

き
る
の
か
。

答
弁　
先
日
、
県
で
一
本
化
さ
れ
た

場
合
の
保
険
料
の
試
算
が
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
が
、
雲
仙
市
は
保
険

料
が
９
％
程
度
下
が
る
見
込
み
で
あ

る
。

質
疑　
国
保
が
国
の
制
度
で
あ
る
以

上
、
国
保
財
政
が
県
一
本
化
だ
け
で

は
よ
く
な
る
可
能
性
は
な
い
と
思
わ

れ
る
た
め
、
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
強

化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
県
下
統
一
す
る
こ
と
で
保
険

料
が
引
き
下
げ
に
働
く
こ
と
、
ま
た

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
に

よ
り
消
費
税
を
社
会
保
障
の
財
源
と

す
る
こ
と
で
、
国
か
ら
の
支
援
に
繋

が
る
こ
と
の
２
つ
の
要
因
で
、
相
乗

効
果
を
得
ら
れ
る
。

質
疑　
所
得
割
を
引
き
上
げ
た
理
由

は
。

答
弁　
平
成
24
年
分
の
所
得
が
落
ち

込
ん
だ
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　
歳
出
で
は
、
漂
流
漂
着
ご
み
撤
去

事
業
の
増
額
、
小
学
校
施
設
整
備
事

業
（
元
気
交
付
金
）
の
新
規
計
上
、

職
員
人
件
費
な
ど
を
計
上
し
た
も

の
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認について（平成24年度一般会計補正予算（第
9号））ほか4件 承　　認

国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてほか3件 原案可決

平成25年度一般会計補正予算（第2号）案ほか1件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
５
件
、
原
案
可
決
６

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

みずほすこやかランド（上下とも）

雲仙市議会だより●第34号（平成25年８月）9



常任委員会報告

意
見　
工
場
等
設
置
奨
励
金
支
給
事

業
に
お
い
て
、
交
付
予
定
先
と
交
わ

し
た
協
定
書
の
中
に
は
、
新
施
設
の

労
使
関
係
に
つ
い
て
相
互
の
立
場
を

尊
重
し
紛
争
の
生
じ
な
い
よ
う
労
使

関
係
の
安
定
に
努
め
る
も
の
と
す
る

と
し
て
あ
る
が
、
そ
の
本
店
で
は
労

使
関
係
の
裁
判
中
で
あ
る
と
聞
く
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
の
交
付
に
は
反

対
で
あ
る
。

答
弁　
今
回
の
事
案
を
反
省
し
、
今

後
の
対
応
と
し
て
要
綱
の
見
直
し
案

を
示
し
た
い
。

　
本
事
業
に
お
い
て
、
ま
だ
労
働
争

議
、
紛
争
が
解
決
し
て
い
な
い
、
ま

た
裁
判
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理

由
に
、
本
事
業
に
係
る
予
算
を
減
額

す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　
主
な
内
容
は
、
工
場
等
設
置
奨
励

金
支
給
事
業
１
，
５
８
８
万
円
に
係

る
分
を
歳
入
歳
出
共
に
減
額
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
修
正

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

　
な
お
、
修
正
可
決
し
た
部
分
を
除

い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　
工
場
等
を
新
設
又
は
増
設
す
る
こ

と
を
奨
励
し
、
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
奨
励
金
の
種
類
は
、
工
場
等
施
設

整
備
奨
励
金
、工
場
等
立
地
奨
励
金
、

雇
用
奨
励
金
、
地
場
産
品
加
工
奨
励

金
、
物
流
費
奨
励
金
の
5
つ
あ
る
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

工
場
等
設
置
奨
励
金
支
給
事
業
と
は

付　　託　　案　　件 審議結果
専決処分した事件の承認（平成24年度一般会計補正予算（第9号））
ほか3件 承　　認

平成25年度一般会計補正予算（第2号）案 修正可決
平成25年度簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）案
ほか8件 原案可決

権利の放棄　ほか1件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、承
認

４
件
、修
正
可
決
１
件
、原
案

可
決
11
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

産
業
建
設

神代小路地区街なみ環境整備事業

市営魚見団地改修工事

イノシシ対策　ワイヤーメッシュ柵（小浜町）

雲仙市議会だより●第34号（平成25年８月）10



一般質問

 

松
尾
議
員 　
本
庁
舎
及
び
総
合

支
所
庁
舎
の
整
備
計
画
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 

金
澤
市
長 　
本
庁
舎
の
整
備
は

本
年
度
に
吾
妻
庁
舎
増
築
に
係
る

基
本
実
施
設
計
を
行
い
、
26
年
度

か
ら
27
年
度
に
か
け
て
別
館
の
解

体
と
共
に
増
築
庁
舎
の
建
設
を
行

い
た
い
と
考
え
る
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
総
合
支

所
の
整
備
計
画
は
、国
見
支
所
は
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移
設

を
し
一
体
的
な
改
修
を
含
め
検

討
。
瑞
穂
支
所
は
既
存
の
庁
舎
を

活
用
し
ト
イ
レ
等
の
改
修
を
行

う
。
愛
野
支
所
は
、
既
存
庁
舎
及

び
公
民
館
の
解
体
を
含
め
一
体
的

な
形
で
総
合
的
に
検
討
。
千
々
石

支
所
は
既
存
の
庁
舎
を
活
用
。
小

浜
支
所
は
、
一
階
を
支
所
機
能
と

し
2
・
3
階
部
分
の
活
用
を
図
る

た
め
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
必
要
性
を

含
め
総
合
的
に
検
討
。
南
串
山
支

所
は
、
支
所
機
能
を
別
館
の
方
に

移
設
し
た
い
。
整
備
を
進
め
る
上

に
お
い
て
は
、
緊
急
性
や
、
整
備

改
修
費
用
を
踏
ま
え
、
32
年
度
ま

で
に
整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。

 

松
尾
議
員 　
整
備
計
画
の
た
め

の
組
織
体
制
は
、
住
民
の
声
を
反

映
す
る
た
め
整
備
検
討
委
員
会
等

に
も
参
加
を
お
願
い
し
た
い
が
。

 

近
藤
課
長 　
検
討
の
組
織
と
し

て
は
、
庁
内
で
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
整
備
計
画
案
を
策
定
し
、

地
域
審
議
会
、
自
治
会
長
さ
ん
方

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

庁舎整備計画について

松
まつお

尾　文
ふみあき

昭議員

一般質問 13名の議員が登壇し、
市政に対する質問を行いました。

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

松尾　文昭…P11
森山　繁一…P12
町田　康則…P12
町田　　誠…P13
中村　　勲…P13

平野　利和…P14
浦川　康二…P14
中村　一明…P15
小畑　吉時…P15
柴田　安宣…P16

大久保信一…P16
上田　　篤…P17
小田　孝明…P17

雲仙市議会だより●第34号（平成25年８月）11



金澤市政のここが聞きたい

 

町
田
議
員 　
合
併
時
平
成
17
年

5
万
1
6
0
6
人
だ
っ
た
市
の
人
口

は
、
平
成
25
年
4
月
4
万
7
1
6
1

人
と
な
り
、8
年
間
で
4
4
4
5
人
、

1
年
間
に
5
5
1
人
減
少
し
て
い

る
。
購
買
力
は
8
年
間
で
53
億

7
2
4
0
万
円
な
く
な
っ
た
。
市

は
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

 

金
澤
市
長 　
引
き
続
き
雇
用
対

策
、
生
活
環
境
の
整
備
、
子
育
て

支
援
等
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。

 

町
田
議
員 　
転
入
者
等
が
住
宅

を
建
て
る
時
、
市
内
業
者
を
使
う

と
最
高
85
万
円
ま
で
支
給
さ
れ
る

と
い
う
定
住
奨
励
金
な
ど
他
市
で

は
行
な
っ
て
い
る
。雲
仙
市
で
も
、

今
ま
で
の
施
策
で
は
減
少
が
止
ま

ら
な
い
。
定
住
奨
励
金
な
ど
政
策

と
し
て
思
い
き
っ
た
対
策
を
と
る

べ
き
で
あ
る
。

 

町
田
議
員 　
雲
仙
温
泉
も
、
小

浜
温
泉
も
東
日
本
大
震
災
・
韓
国

中
国
と
の
問
題
以
来
、
宿
泊
客
は

落
ち
込
ん
で
い
る
。
宣
伝
活
動
等

す
る
場
合
半
分
は
自
主
財
源
が
な

い
と
で
き
な
い
が
、
そ
の
半
分
さ

え
も
な
い
状
況
だ
。
そ
こ
で
目
的

税
で
あ
る
入
湯
税
（
平
成
23
年
総

額
6
8
0
0
万
円
）
の
活
用
が
で

き
な
い
か
。
入
湯
税
は
源
泉
の
保

護
管
理
、
観
光
施
設
・
消
防
施
設

の
整
備
並
び
に
観
光
の
振
興
に
要

す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
宿
泊

客
に
課
す
る
目
的
税
で
あ
る
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
入
湯
税
は
法

に
規
定
さ
れ
た
目
的
に
沿
い
、
で

き
る
だ
け
幅
広
く
多
く
の
事
業
に

活
用
す
る
こ
と
が
本
来
の
配
分
の

方
法
で
、
観
光
振
興
の
み
に
充
当

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

 

町
田
議
員 　
温
泉
が
な
い
所
、

入
湯
税
を
取
っ
て
い
な
い
所
も
消

防
施
設
は
充
実
し
て
い
る
。
今
、

雲
仙
市
が
農
業
と
観
光
で
何
と
か

市
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
時

に
、
観
光
振
興
に
目
的
税
限
定
に

し
て
も
、
市
民
に
理
解
が
得
ら
れ

る
と
思
う
。考
え
て
も
ら
い
た
い
。

人口減対策と商工救済

 

森
山
議
員 　
国
見
総
合
支
所
は

国
見
改
善
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
支

所
機
能
を
移
設
す
る
方
向
性
に

な
っ
た
理
由
は
。

 

金
澤
市
長 　
現
在
の
庁
舎
は
老

朽
化
が
著
し
く
、
活
用
は
困
難
で

あ
る
た
め
解
体
、
農
村
改
善
セ
ン

タ
ー
に
支
所
機
能
を
移
設
す
る
こ

と
に
よ
り
隣
接
す
る
文
化
会
館
と

一
体
的
に
活
用
で
き
、
市
民
が
集

う
交
流
の
場
所
と
し
て
提
案
し
た
。

 

森
山
議
員 　
改
善
セ
ン
タ
ー
の

内
部
は
支
所
機
能
を
有
す
る
作
り

で
は
な
い
。
雨
漏
り
等
も
お
き
て

い
る
。
改
修
に
多
額
の
金
が
か
か

る
。
支
所
を
解
体
す
る
な
ら
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
総
合
支
所
を
建
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
全
体
的
に
考
え
た

時
、
今
後
改
め
て
検
討
を
し
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
全
体
の
計

画
を
も
う
一
度
お
示
し
す
る
予
定

で
す
。

 

森
山
議
員 　
長
屋
門
は
完
成
し

落
成
式
が
あ
っ
た
。
残
り
の
4
棟

の
保
存
修
理
の
完
成
予
定
は
。
又

完
成
後
の
全
体
落
成
式
の
時
期
、

形
式
は
。

 

岸
川
教
育
次
長 　
当
初
8
月
の

完
成
予
定
で
あ
っ
た
が
、
完
成
が

12
月
に
ず
れ
込
む
見
込
み
。
落
成

式
は
来
年
の
1
月
以
降
に
、
地
域

を
挙
げ
て
の
お
祝
い
の
声
も
あ
り

地
元
と
協
議
の
場
を
持
ち
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
。

◦
農
地
転
用
（
太
陽
光
発
電
設
置

は
。）

国見総合支所の整備は

森
もりやま

山　繁
しげいち

一議員

国
見
総
合
支
所
整
備
計
画

旧
鍋
島
家
住
宅
の
完
成
予
定
は

観
光
振
興
策
は

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員
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一般質問

 

中
村
議
員 　
千
々
石
ミ
ゲ
ル
研

究
会
に
よ
れ
ば
、
ミ
ゲ
ル
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
を
脱
会
し
た
暗
い
イ

メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、
研
究
が
進

む
に
つ
れ
、自
分
を
犠
牲
に
し
て
、

大
村
藩
や
、
日
本
を
救
っ
た
「
至

純
の
人
」で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

平
成
25
年
度
雲
仙
市
文
化
会
館
自

主
文
化
事
業
振
興
会
の
事
業
で

「
千
々
石
ミ
ゲ
ル
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」
公
演
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
市
の
対

応
は
。
ま
た
、
長
崎
の
教
会
群
と

キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
と
し
て
南

島
原
市
が
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
る
が
世
界
遺
産

登
録
に
決
ま
れ
ば
、
観
光
客
が
急

増
す
る
と
の
こ
と
。
そ
の
観
光

コ
ー
ス
の
予
定
図
に
雲
仙
・
小
浜

は
、
入
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
機

会
に
「
千
々
石
ミ
ゲ
ル
」
生
誕
の

町
の
記
念
碑
等
の
建
立
と
雲
仙
の

地
獄
に
投
げ
込
ま
れ
た
キ
リ
シ
タ

ン
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
等
の
Ｐ

Ｒ
が
、
雲
仙
、
小
浜
へ
の
観
光
客

の
誘
致
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

 

金
澤
市
長 　
こ
の
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
担
当
者
か
ら
関
係
機
関

に
申
し
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
と
シ

ン
ク
長
崎
の
理
事
長
を
含
め
た
と

こ
ろ
で
再
度
申
し
入
れ
た
い
。
ま

た
、
記
念
碑
等
の
建
立
に
つ
い
て

は
、
推
進
団
体
と
協
議
の
中
で
、

改
め
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
キ
ト
ラ

ス
」
は

１
、
店
舗
改
装
の
理
由
と
経
費
の

負
担
は
。
２
、
テ
ナ
ン
ト
の
選
考

方
法
は
。
３
、
オ
ー
プ
ン
以
来
の

実
績
と
今
後
の
計
画
は
。

天正遣欧千々石ミゲル

 

町
田
議
員 　

採
用
に
つ
い
て

は
、
規
則
事
項
を
定
め
、
そ
れ
に

基
づ
き
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
嘱
託
職
員
採
用
に
疑
問
を

も
っ
て
い
る
。
丸
尾
斎
苑
の
人
事

に
納
得
が
い
か
な
い
。
2
名
の
ベ

テ
ラ
ン
職
員
を
新
人
職
員
に
入
替

が
行
わ
れ
て
お
り
、
事
業
系
の
現

場
に
筆
記
試
験
を
重
視
し
て
い

る
。
事
務
系
以
外
の
職
種
は
現
場

主
導
型
を
基
本
方
針
と
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
各
分
野
で
引
き
継

ぎ
等
が
全
く
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
、
試
験
で
図
れ
な
い
部
分
が
求

め
ら
れ
る
資
質
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
は
も
ら
っ
て
い

る
の
で
、
庁
内
で
協
議
を
し
て
い

く
。

 

町
田
議
員 　
県
が
地
域
の
防
災

拠
点
と
し
て
必
要
な
施
設
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
県
の
今
回
審
査

を
通
過
し
、
国
か
ら
認
め
ら
れ
る

と
1
0
0
％
国
の
予
算
で
、
市
の

防
災
拠
点
施
設
の
屋
根
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
が
で
き
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 
広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
条
件
が

ク
リ
ア
で
き
た
も
の
か
ら
避
難
場

所
と
し
て
、
あ
る
い
は
防
災
拠
点

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

嘱託職員採用の現状は
嘱
託
職
員
の
現
状
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

メ
ガ
ソ
ー
ラ
事
業
は

千
々
石
ミ
ゲ
ル
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
公
演
事
業
計
画
、
千�

々
石
ミ
ゲ
ル
生
誕
の
地
を
表

す
記
念
碑
等
の
建
立
は

町
まちだ

田　　誠
まこと

議員

中
なかむら

村　　勲
いさお

議員

千々石ミゲル像
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金澤市政のここが聞きたい

 

浦
川
議
員 　
雲
仙
市
の
人
口
減

少
に
対
す
る
対
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
移
住
・
定
住
を
始

め
、
少
子
化
、
雇
用
対
策
、
生
活

基
盤
の
整
備
に
加
え
、
地
域
の
魅

力
作
り
に
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
施
策
を
展
開
し
、
人
口
減

少
の
対
策
を
行
う
。

 

浦
川
議
員 　
定
住
促
進
事
業
の

成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
平
成
19

年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
実
績
は

8
世
帯
10
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
取
組
み
は
、
定
住
を
促

進
す
る
上
で
最
も
重
要
な
こ
と
は

世
帯
主
の
雇
用
の
確
保
で
あ
る

が
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
企

業
誘
致
も
困
難
で
あ
り
、
市
が
事

業
を
起
こ
す
こ
と
も
簡
単
で
は
な

い
の
で
、
現
在
住
ん
で
い
る
市
民

の
満
足
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

最
終
的
に
は
定
住
促
進
に
つ
な
が

る
。

 

浦
川
議
員 　
議
会
の
行
政
調
査

で
研
修
し
た
中
で
、
雲
仙
市
に
お

い
て
実
施
可
能
と
思
わ
れ
る
2
つ

の
定
住
促
進
事
業
を
紹
介
す
る
。

　
一
つ
目
は
空
家
活
用
事
業
。
過

疎
地
域
の
市
町
村
は
、
国
の
補
助

制
度
で
空
き
家
改
修
整
備
が
で

き
、
定
住
者
の
受
け
入
れ
可
能
と

な
る
。
二
つ
目
は
新
規
就
農
研
修

施
設
の
活
用
。
研
修
施
設
と
宿
泊

施
設
を
整
備
し
、1
年
間
研
修
後
、

定
住
に
つ
な
げ
る
事
業
で
あ
る
。

 

近
藤
課
長 　
空
き
家
活
用
等
他

市
の
事
例
等
を
十
分
研
究
す
る
。

市活性化に定住促進を

 

平
野
議
員 　
Ｐ
Ｍ
2・5
と
は
、

ど
の
よ
う
に
発
生
し
て
、
我
々
が

生
活
し
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
工
場
の

ば
い
煙
や
自
動
車
か
ら
発
生
す
る

人
為
起
源
と
、
火
山
灰
や
黄
砂
な

ど
の
自
然
起
源
が
あ
る
。
屋
外
で

の
運
動
を
減
ら
す
事
、
呼
吸
器
系

や
循
環
器
系
の
疾
患
が
あ
る
方
、

お
子
様
、
高
齢
者
の
方
は
体
調
の

変
化
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

平
野
議
員 　
市
民
へ
の
情
報
提

供
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

 

広
瀬
部
長 　
県
よ
り
数
値
が
発

表
さ
れ
防
災
無
線
に
よ
り
注
意
喚

起
を
行
う
。

 

平
野
議
員 　
愛
野
総
合
支
所
は
、

支
所
と
公
民
館
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
な
ど
の
複
合
施
設
の
考
え
は
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
複
合
施

設
等
は
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

等
要
望
を
聞
き
検
討
を
重
ね
た
い
。

 

平
野
議
員 　
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
を
策
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

 

広
瀬
部
長 　
危
険
家
屋
等
に
つ

い
て
は
、
防
犯
、
防
災
、
衛
生
、

景
観
な
ど
問
題
が
発
生
し
て
い

る
。
慎
重
に
か
つ
実
効
性
の
あ
る

対
策
を
講
じ
、
空
き
家
等
の
適
正

な
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
協
議
す
る
。

PM2.5の環境施策は
環
境
施
策
は

庁
舎
建
設
は

空
き
家
対
策
は

定
住
促
進
事
業
の
推
進

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

イメージ写真
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一般質問

 

小
畑
議
員 　
前
年
度
の
捕
獲
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
カ
ラ

ス
被
害
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
島
原
半
島
3
市
及

び
県
と
情
報
の
共
有
化
な
ど
を
行

い
、
研
修
会
、
防
止
対
策
の
普
及

啓
発
な
ど
被
害
防
止
効
果
の
高
い

対
策
を
進
め
た
い
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
平

成
24
年
度
の
捕
獲
数
は
、
イ
ノ
シ

シ
1
，7
1
1
頭
、カ
ラ
ス
11
羽
、

ド
バ
ト
1
1
2
羽
で
あ
る
。

　
カ
ラ
ス
の
著
し
い
被
害
報
告
・

相
談
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

 

小
畑
議
員 　
被
害
が
非
常
に
多

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
島
原
市
で
実

績
が
あ
る
。
お
り
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

 

酒
井
部
長 　
非
常
に
効
果
が
あ

る
と
思
う
。

　
ま
ず
は
、
被
害
の
実
態
を
調
査

し
、
研
究
し
た
い
。

 

小
畑
議
員 　
国
内
で
死
者
も
確

認
さ
れ
て
い
る
ダ
ニ
の
問
題
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
関
係
機
関
等
と
協

議
を
十
分
行
い
対
応
し
た
い
。

　
ま
ず
は
媒
介
性
疾
患
へ
の
注
意

と
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
市
民
へ

啓
発
し
た
い
。

 

小
畑
議
員 　
現
在
の
防
災
マ
ッ

プ
に
は
標
高
が
表
示
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
津
波
に

対
す
る
予
見
が
抜
け
て
い
た
。
次

回
配
布
を
す
る
場
合
は
、
等
高
線

を
入
れ
た
い
。

 

小
畑
議
員 　
我
が
郷
土
は
、
島

原
大
変
時
に
日
本
で
一
番
と
い
う

大
津
波
を
受
け
て
い
る
。
ま
ず
雲

仙
市
が
手
本
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　
防
災
マ
ッ
プ
や
避
難
場
所
に
お

け
る
低
地
の
標
高
の
表
示
や
避
難

場
所
等
の
見
直
し
の
考
え
は
な
い

の
か
。

 

広
瀬
部
長 　
低
地
の
表
示
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
が
一
番

い
い
の
か
検
討
し
て
い
る
。
で
き

る
だ
け
期
待
に
沿
え
る
よ
う
な
形

で
表
示
し
た
い
。

 

小
畑
議
員 　
お
年
寄
り
や
子
ど

も
に
も
分
か
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

 

金
澤
市
長 　
さ
ら
に
検
討
を
進

め
た
い
。

わかりやすい防災対策を

高齢者交通費助成事業

 

中
村
議
員 　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

券
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
70

歳
代
の
方
は
ほ
と
ん
ど
自
分
で
運

転
で
き
て
い
ま
す
の
で
こ
の
タ
ク

シ
ー
券
を
、
ガ
ソ
リ
ン
券
に
併
用

が
出
来
な
い
か
。
例
え
ば
月
に
何

回
ま
で
と
か
、
全
額
を
3
分
の
1

に
す
る
と
か
考
え
方
は
。

 

金
澤
市
長 　

高
齢
者

タ
ク
シ
ー
事
業
は
公
共

交
通
機
関
の
利
便
性
が

低
下
し
て
い
る
中
、
高

齢
者
特
有
の
身
体
的
精

神
的
要
因
に
よ
り
タ
ク

シ
ー
を
使
わ
ざ
る
を
得

な
い
方
に
対
す
る
福
祉

事
業
と
し
て
高
齢
者
又
障
害
者
に

要
綱
規
定
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

る
。

 

本
多
市
民
福
祉
部
長 　

タ
ク

シ
ー
券
の
利
用
状
況
は
24
年
度
市

内
70
歳
以
上
対
象
者
は
1
万

1
0
2
3
人
そ
の
う
ち
交
付
者
が

4
6
0
9
人
、
利
用
枚
数
は
7
万

1
3
2
3
枚
と
な
っ
て
い
る
。
平

均
で
1
人
当
た
り
15
枚
利
用
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
高
齢
者
及
び

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
実
施

要
綱
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
の

で
、
実
現
が
非
常
に
困
難
で
あ
る

と
思
う
。

有
害
鳥
獣
対
策
は

ダ
ニ
対
策
は

防
災
対
策
は

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は

小
おばた

畑　吉
よしとき

時議員

中
なかむら

村　一
かずあき

明議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

柴
田
議
員 　
新
た
に
公
民
館
と

愛
野
総
合
支
所
を
併
設
す
る
計
画

は
愛
野
町
の
利
便
性
を
生
か
し
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
大
型
の
会
議

も
行
え
る
よ
う
な
、
将
来
を
見
据

え
た
交
流
セ
ン
タ
ー
を
造
る
べ
き

で
あ
り
、
建
設
計
画
も
庁
舎
増
築

と
同
時
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

金
澤
市
長 　

愛
野
総
合
支
所

は
、
公
民
館
と
一
体
的
な
整
備
を
行

い
総
合
的
な
窓
口
機
能
と
公
民
館
機

能
を
有
す

る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

と
し
て
整

備
し
た
い
。

 

柴
田
議
員 　
Ａ
コ
ー
プ
前
の
バ

イ
パ
ス
市
道
を
拡
幅
し
て
上
下
線

の
バ
ス
停
と
県
営
、
島
鉄
、
高
速
バ

ス
停
を
一
体
化
す
れ
ば
、
バ
ス
利
用

率
が
上
が
り
雲
仙
市
南
北
交
通
の

利
便
性
が
向
上
す
る
と
思
う
が
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
大
変
有

効
な
場
所
と
認
識
し
、
公
民
館
の

有
効
活
用
と
併
せ
て
考
え
て
い
く
。

 

柴
田
議
員 　
愛
野
は
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
す
る
と
人
口
が
増
え
る

余
地
が
あ
る
。
至
急
整
備
す
べ
き

と
思
う
が
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
先
行
投

資
的
な
整
備
は
難
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

◦
地
域
高
規
格
道
路
活
用
は

◦
一
本
松
農
道
の
開
通
は

◦
市
道
植
松
線
の
改
良
計
画
は

 

大
久
保
議
員 　
積
極
的
に
農
地

整
備
を
推
進
し
、
減
少
し
て
い
る

担
い
手
の
育
成
を
図
る
た
め
、
優

良
農
地
の
確
保
が
必
要
と
思
う
が
。

 

金
澤
市
長 　
農
地
の
基
盤
整
備

に
よ
り
生
産
性
の
高
い
優
良
農
地

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
を
通
し
て
経
営
規

模
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

は
、
農
業
振
興
を
図
り
、
雲
仙
市

の
持
つ
す
ば
ら
し
い
可
能
性
を
引

き
出
す
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

 

大
久
保
議
員 　
事
業
地
区
下
流

の
河
川
等
の
整
備
は
。

 
酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
排

水
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ

き
管
理
部
局
と
事
前
協
議
し
事
業

に
着
手
す
る
。

 

大
久
保
議
員 　
土
地
改
良
区
の

統
合
整
備
へ
の
支
援
は
。

 

酒
井
部
長 　
補
助
金
の
見
直
し

を
前
提
に
改
め
て
回
答
す
る
。

 

大
久
保
議
員 　

開
門
さ
れ
る

と
、
防
災
機
能
が
損
な
わ
れ
、
農

業
・
漁
業
へ
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
開
門
期
限
が
本
年

12
月
に
迫
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

開
門
の
意
義
、
必
要
性
、
対
策
の

不
備
等
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
き

た
。

 

酒
井
部
長 　
雲
仙
市
、
諫
早
市

共
通
の
懸
念
と
し
一
〇
〇
項
目
を

国
に
尋
ね
て
い
る
が
十
分
納
得
で

き
る
回
答
が
な
い
。
開
門
方
針
を

白
紙
の
段
階
か
ら
見
直
す
こ
と
を

国
に
強
く
要
請
し
て
い
る
。

農業農村整備事業は

市長の新感覚に期待

大
お お く ぼ

久保信
しんいち

一議員

基
盤
整
備
事
業
へ
の
支
援
は

愛
野
総
合
支
所
と
公
民
館
の

併
設

愛
野
イ
ン
フ
ラ
未
整
備
地
区

の
整
備
は

愛
野
中
央
地
区
の
バ
ス
停
の

合
理
化
で
雲
仙
市
活
性
化
を

諫
早
湾
干
拓
事
業
は

柴
しばた

田　安
やすのぶ

宣議員愛野総合支所
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一般質問

 

山
野
教
育
長 　
北
串
中
学
校
は

一
年
生
2
名
二
年
生
10
名
三
年
生

6
名
で
複
式
学
級
は
ま
ぬ
が
れ
た

が
、
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

 

小
田
議
員 　
北
串
小
学
校
は
13

名
が
卒
業
し
、
北
串
中
学
校
に
は

2
名
入
学
と
な
っ
て
い
る
。

 

山
野
教
育
長 　
合
併
前
か
ら
、

部
活
動
等
の
理
由
で
指
定
校
変
更

に
よ
り
、
小
浜
中
学
校
に
通
学
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

 

小
田
議
員 　
平
成
18
年
に
教
育

委
員
会
が
「
小
中
学
校
の
適
正
規

模
、
適
正
配
置
へ
向
け
て
の
取
り

組
み
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の

方
針
は
変
わ
り
な
い
の
か
。

 

山
野
教
育
長 　

こ
の
方
針
に

従
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

小
田
議
員 　
子
ど
も
の
成
長
、

立
派
な
社
会
人
へ
の
願
い
を
中
心

に
お
い
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
市
長
の
人
口
問
題
は
最
重
要
課

題
と
の
考
え
に
同
感
で
あ
る
。
市

の
組
織
全
体
で
取
り
組
む
た
め
、

各
部
長
等
を
含
め
た
人
口
問
題
対

策
本
部
、
各
部
の
担
当
者
か
ら
な

る
婚
活
チ
ー
ム
、
定
住
促
進
チ
ー

ム
等
課
題
ご
と
の
チ
ー
ム
で
調
査

研
究
し
具
体
的
政
策
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

 

金
澤
市
長 　
指
摘
の
件
を
踏
ま

え
て
職
員
の
適
正
化
計
画
、
組
織

の
見
直
し
等
十
分
検
討
し
た
い
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
リ
ー
ス

方
式
、
市
民
出
資
フ
ァ
ン
ド
等
の

先
進
事
例
も
検
証
し
た
い
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
市
の
事

業
と
し
て
可
能
か
、
ま
ち
づ
く
り

を
含
め
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
国
見
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
は
総

合
支
所
に
不
向
き

人口問題対策本部を

憲法は国家権力を縛る

 

上
田
議
員 　
憲
法
の
よ
う
に
大

き
な
問
題
は
国
会
で
議
論
す
べ
き

と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
勉
強
す

る
中
で
憲
法
ほ
ど
一
国
民
に
と
っ

て
身
近
な
法
律
は
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
私
が
こ
こ
で
自
由

に
発
言
で
き
る
の
も
憲
法
が
あ
る

か
ら
で
あ
り
、
万
が
一
憲
法
改
定

の
国
民
投
票
が
行
わ
れ
る
場
合
に

は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
判
断
が

問
わ
れ
る
。
市
長
は
、
憲
法
を
め

ぐ
る
論
議
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

 

金
澤
市
長 　
憲
法
は
国
の
最
高

法
規
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
の

公
務
は
、
憲
法
の
規
定
を
具
体
化

さ
れ
た
法
律
、
政
令
、
条
例
及
び

規
則
な
ど
に
基
づ
く
も
の
だ
。

 

上
田
議
員 　
憲
法
が
国
民
を
縛

る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
権
力
を

縛
る
も
の
と
い
う
考
え
方
に
つ
い

て
は
ど
う
思
う
か
。

 

金
澤
市
長 　
地
方
公
共
団
体
の

長
の
立
場
か
ら
、
公
の
場
に
お
い

て
考
え
方
を
示
す
こ
と
は
差
し
控

え
た
い
。

 

上
田
議
員 　
小
林
節
氏
（
改
憲

論
に
立
つ
学
者
）
や
、
自
民
党
の

幹
部
で
あ
っ
た
古
賀
誠
氏
、
野
中

広
務
氏
な
ど
も
憲
法
第
96
条
を
変

え
て
憲
法
改
定
の
発
議
を
国
会
議

員
の
3
分
の
2
の
賛
成
か
ら
過
半

数
に
す
る
の
に
は
反
対
と
述
べ
て

い
る
。

 

上
田
議
員 　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参

加
し
た
場
合
の
影
響
は
ど
う
か
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
3

月
に
政
府
の
統
一
試
算
が
出
た
。

雲
仙
市
で
は
農
業
関
係
で
42
億
8

千
万
円
の
減
少
額
と
な
っ
て
い
る
。

 

上
田
議
員 　

大
学
教
員
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
試
算
で
は
も
っ
と

深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
す
る
対
策
は
あ
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
非
常
に
心
配
し
て

い
る
。
ま
ず
情
報
収
集
に
努
め
た

い
。 Ｔ

Ｐ
Ｐ
は

�
雲
仙
市
に
も
大
打
撃

北
串
中
学
校
は
2
名
の
入
学
生

光
、
風
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
で
地
域
の
活
性
化
を

憲
法
ほ
ど

�

身
近
な
「
法
律
」
は
な
い 上

うえだ

田　　篤
あつし

議員

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員
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議会運営委員会
　平成25年5月8日〜9日に、福岡県嘉麻市、佐賀県
多久市において実施した。
　定例会の運営、議会活性化策、議会基本条例制定
後の議会運営など広範囲に渡って調査を行った。
　議会活性化策、議会報告会などについて、活発な
意見交換を行い、特に、議会報告会の開催にあたっ
ては、報告内容の検討・調査などの十分な準備と、
報告会後の要望に対する回答方法などの課題につい
て、今後雲仙市議会が報告会の検討をする上で大変
参考となった。
　行政調査の成果については、今後の雲仙市の議会
運営に活かしていく。

議会活性化特別委員会
　平成25年4月10日〜12日に実施した。「議会活性化の取り組み」「政務活動費」「議会棟及
び議場内設備」などの調査項目について、愛知県豊田市・小牧市、京都府亀岡市において調
査を行い、議会報告会の開催状況や、閉会日での委員長報告の状況などについて質問があり、
活発な意見交換となった。
　特に、議会の活性化の先進地である亀岡市議会議長より「議会報告会を開催しても人が寄
らない、基本条例を作っても意味がない
ようなことで、かなりの指摘があってい
る。これは亀岡市議会の認知度が低いと
思っている。市民の信頼を得るには時間
がかかるし、更なる取り組みが必要。」と
あった。
　雲仙市議会においても、議会基本条例
は制定してあり、市議会としても条例の
実行には更に協議が必要と感じた。

委員会
視察
報告
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文教厚生常任委員会
　平成25年5月15〜17日の日程で、
行政調査を実施した。
　大阪府池田市では「教育のまち池田」
を調査。平成16年度より政府の構造
改革特区の認定を得て、取り組み始め
た事業だった。
　福井県小浜市では、「食育について」
調査。料理を人間教育の場と捉え、料
理ができたときの喜びや命をいただく
感謝の心も育てている。
　京都府南丹市では「町並・景観保存
事業」を調査。「かやぶきの里保存会」
を組織し行政を頼るのではなく積極的
にまちづくりに参画している。見学は
無料の為、市としての収入は観光客に
食事やお土産の購入以外はないようで
ある。

総務常任委員会
　平成25年4月24日～ 26日の日程で行政調
査を実施した。
　愛媛県内子町においては、内子町総合計画
の内子町まちづくり戦略と地域活性化の取り
組みの中で、特に定住促進対策事業について
平成26年度までに移住者200名を目標とし
て、多くの施策を実施されているのを研修した。
　高知県梼原町では、総合計画の中で過疎対
策事業で定住促進事業を、環境モデル都市で
は、将来的にはエネルギーの地産地消による
自給率100％を目標に、各種施策に積極的に
取組まれている状況を研修し、また高知市に
おいては、南海地震に対応する防災計画を研
修した。

産業建設常任委員会
　平成25年5月13日〜15日、千葉県我孫子市議会、静岡県熱海市議会、沼津市議会を視察し
た。13日は我孫子市で農業振興基本条例について研修。本条例は、農業振興を図るために、市、
農業者、商工業者及び市民の役割を明確にし、様々の立場で農業を理解し振興を図るもので
あった。14日は熱海市で観光振興について研修。花火大会は年13回実施され市より半額の補
助を出し、誘客に努めている。「熱海」という知名度を活用し、インバウンド（海外）誘客の
推進など展開していくとの話であった。15日は沼津市で港整備事業について研修。特定地域

振興重要港湾である沼津港を観光交通・防災の拠点
として整備され、水産複合施設「沼津魚市場INO」
などが完成し、新鮮な魚介類を堪能できることから
年間約195万人の観光客が訪れている。本市におい
ても、人をひきつけることができる施設があればと
考えさせられた。
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平成24年度政務調査費収支報告集計結果
◆ 政務調査費とは？

　議員の調査研究に必要な経費の一部として、会派または議員に対して交付されるお金です。
雲仙市では、一人当たり月額15,000円〔年額180,000円（半期90,000円）〕が支給されます。

○ 補助金申請額：180,000円×25名＝4,500,000円（1名は申請なし）
内訳 金額

補助金交付額 4,500,000円
補助金返還額 673,983円
補助金実績額 3,826,017円

科　目 金　額 主な支出項目
研究研修費 86,620円 研修会参加時経費等
調査旅費 1,490,567円 会派行政調査、各種調査時旅費等
資料作成費 132,010円 消耗品費、事務用品費、印刷代等
資料購入費 1,309,467円 書籍購入費、新聞購読料等
広報費 148,514円 議会報告書印刷代、議会報告書折込代等
広聴費 30,428円 会派議会報告会経費
人件費 0円
事務所費 27,786円 プリンターインク代、FAXインク代等
その他の経費 984,036円 携帯・固定電話・インターネット調査目的使用料等
合　計 4,209,428円 …②

【返還額内訳】返還者12名

■5万円未満 6名 計178,628円
■5万円以上 6名 計495,355円…①

○ 収支報告集計結果

【注意】
　補助実績額①（3,826,017円）と収支報告集計結果
の合計額②（4,209,428円）が同額とならないのは、
議員1人当りの補助金上限額が18万円となるためです。
よって、収支報告集計結果の合計額②の方が大きく
なります。

研究研修費
2.1％

調査旅費
35.4％

資料作成費
3.1％資料購入費

31.1％

広報費
3.5％

広聴費
0.7％

事務所費
0.7％

その他の経費
23.4％
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議会の会議録は雲仙市のホームページ
からも見ることができます

　一般質問を含む本会議の会議録は、会議録検索システムにより
インターネットを通じて自由に閲覧することができます。

　「ことばから検索」「発言者から検索」など、
内容や議員の名前から検索することができます。
　平成25年第2回定例会分の掲載は、8月下旬を
予定しています。

上記をクリックしてください

雲仙市役所ホームページを検索

雲仙市議会をクリック

会議録検索システムをクリック
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

全国市議会議長会表彰

第2回島原半島市議会議員合同研修会

　平成25年5月22日に東京で開催された全
国市議会議長会第89回定期総会において、
長年にわたり地方自治の発展と振興に貢献
した功績により、雲仙市議会より2名の議
員が表彰を受け、定例会の開会日に議場に
おいて表彰状の伝達が行われました。

○中村　一明議員　（議員10年以上）
○福田　大東議員　（議員10年以上）

※�勤続年数については、町議会議員の年数
を2分の1加算しています。

　平成25年7月16日南島原市において、3市の議員が一堂に会して研修会が開催されました。

【研修会内容】
（1）　半島振興法の延長及び拡充について（法期限：平成27年3月31日まで）
　○　半島地域においては、これまで半島振興法による様々な施策が講じられて一定の効果をあげて

いるが、人口の減少や地域経済の低迷には、歯止めがかかっておらず、本土地域以上に厳しい
状況となっている。

　○　半島振興法延長に向けた取り組み
　　・　平成25年度：提言書及び意見書の作成
　　・　平成26年度：政府政策要望、全国半島地域対策協議会への意見提出、市長会・町村会要望等
　　・　平成27年　：通常国会で法改正を目指す。
（2）　3市の市議会の概要について
　　　市政概要、財政状況、議会概要等研修
（3）　意見交換会

　開催地の南島原市長、島原半島出身の国会議員を含めて、
約2時間の意見交換を実施した。

（写真左より福田大東議員、中村一明議員）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、50円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

議 会 用 語 解 説
○討　論
　議会の会議において、表決の前に、議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することをいう。
　討論は、単に自己の賛否の意見を明らかにするだけでなく、意見の異なる相手を自己の意見
に同調させようと努めることにその意義がある。
　議案は、議題に供された後、質疑と委員会における審査を通して、その内容が明確になり、
問題点が浮き彫りにされた時点で、審議の最終段階として議題に対する賛否の意見が開陳（自
分の意見や考えを述べること）されることになる。
　議会の審査の各段階には、それぞれ特別の機能と役割が想定されているのであり、審査能率
の理想からして、質疑の中で自己の意見を表明したり、討論の中で賛否の意見を明確に述べな
い等のことは許されない。
　討論も他の発言と同様、あらかじめ議長に発言通告書を提出しなければならず、その通告書
には、反対又は賛成の別を明記しなければならない。
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郵　便　は　が　き

長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地

（議会だより34号）

ご氏名
ふりが な

ご住所

電話番号（　　　　　　）－（　　　）－（　　　　　）

※議会だよりに掲載させていただく場合、イニシャルやペンネーム
　を希望される場合は記入ください。

雲仙市役所　議会事務局
「議会広報編集特別委員会」　行

……………………………………………………………

お手数ですが
50円切手を
お貼り下さい

８ ５ ９ １ １ ０ ７
編 集 後 記

この印刷物は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。

平
成
25
年
8
月
1
日
発
行
／
第
34
号　

発
行
●
雲
仙
市
議
会

〒
8
5
9-

1
1
0
7

長
崎
県
雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

☎
0
9
5
7‐3
8‐3
1
1
1

F
A
X
0
9
5
7‐3
8‐2
2
5
2

H
P
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.unzen.nagasaki.jp/

E
メ
ー
ルinfo-unzen@

city.unzen.nagasaki.jp

編
集
●
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

号34
議会を傍聴してみませんか？

平成25年第3回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
8月29日（木）～ 9月27日（金）です

■一般質問　　　9月2日（月）～ 6日（金）
■議案質疑　　　9月9日（月）
■委 員 会
　　産業建設常任委員会　　9月10日（火）、11日（水）、12日（木）
　　文教厚生常任委員会　　9月13日（金）、17日（火）、18日（水）
　　総務常任委員会　　　　9月19日（木）、20日（金）、24日（火）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

　昨今、新聞・ニュースなどで行政機関
職員の不祥事報道を見聞きします。公務
員とはすべての住民の福祉向上を目的に
法令を遵守し、職務に邁進するものです。
市民の負託にこたえるよう「初心忘るべ
からず」で職務にあたってもらいたいと
思います。
　本年は、平年より9日程早い5月27日
頃に梅雨入りし、じめじめした日々が続
いておりましたが、7月8日頃平年より
11日早く梅雨明けし猛暑が続いており
ます。
　水分を適宜に摂り、体力をつけこの夏
を乗り切りましょう。� （坂本　弘樹）

議会広報編集特別委員会
委員長　上田篤　　副委員長　浦川康二
委　員　中村一明、岩下勝、町田康則
　　　　平野利和、酒井恭二
　　　　坂本弘樹、林田哲幸
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